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解 答
２５・２００ １・１５ ２０・５ １０・２２０１ (1) (2) (3) (4)

８ １４.６ ０.１ １９２ (1) (2) (3) (4)

イ・カ エ・オ・ケ ④・コ ⑨・イ ⑮・ニ３ (1) ① ② (2)

①・イ イ カ ⑥・カ イ エ ア４ (1) (2) ３番目 ６番目 (3) (4) (5) Ａ Ｂ

解 説
(1) おもりが最も軽いのは左の支柱を支点としたときで，必要なおもりの重さは２５ｇ（６×１００÷２４）で宗

す。おもりが最も重いのは，右の支柱を支点としたときで，必要なおもりの重さは２００ｇ（２０×１００÷

１０）です。

(2) 左右のおもりの重さが等しいので，棒の中央が２本の支柱の間にあるとき棒は水平につり合います。左の支

柱から出した棒の長さが最も短いのは，棒の中央が右の支柱に重なっているときなので１cm（１５－１４），棒

の長さが最も長いのは，棒の中央が左側の支柱に重なっているときなので，１５cmです。

(3) 左の支柱から出した棒の長さが最も短いのは，おもりの重さが２００ｇで左の支柱が支点になるときです。

このとき，両端につるされたおもりの重さの比は１：２なので，支点までの距離の比は２：１になります。した

２がって，支点から左側の棒の長さは２０cm（３０× ）です。また，棒の長さが最も長いのは，おもりの重さが
３

５００ｇで右の支柱が支点となるときです。このとき，両端につるされたおもりの重さの比は１：５なので，支

５点までの距離の比は５：１になります。したがって，支点から左側の棒の長さは２５cm（３０× ）です。よっ６

て，支柱の間隔は５cm（２５－２０）です。

(1) 問題文の条件から，マグネシウム４.８ｇをすべて燃やすのに必要な酸素は３.２ｇ（８.０－４.８）とわか就

１２ります。したがって，マグネシウム１２ｇをすべて燃やすのに必要な酸素は８ｇ（３.２× ）です。
４.８

(2) 問題文の条件から，物質Ｂ１９ｇができるとき，必要な塩化水素の量は１４.６ｇ（１９＋３.６－８）とわ

９.５かります。よって，物質Ｂ９.５ｇができるとき，必要な塩化水素の量は７.３ｇ（１４.６× ）です。塩酸１９

は５０ｇなので，濃度は１４.６％（７.３÷５０×１００）です。

(3) マグネシウムを燃やしたあとに増えた２.４ｇ（７.２－４.８）は，マグネシウムと結びついた酸素の量です。

２.４
２.４ｇの酸素と結びつくマグネシウムの量は３.６ｇ（４.８× ）なので，反応せずに残ったマグネシウム３.２

は１.２ｇ（４.８－３.６）です。マグネシウム１.２ｇと塩酸とを反応させたときに発生する水素は０.１ｇ

４.８（０.４× ）です。
１.２

(4) 問題文の条件から，マグネシウムが酸素と結びついて物質Ａになったあとに塩酸と反応して物質Ｂになって

も，マグネシウムが塩酸と反応して物質Ｂになっても物質Ｂは１９ｇできます。したがって，マグネシウムと物

質Ａが混ざった状態で反応させても，はじめのマグネシウムの量が４.８ｇなので，物質Ｂは１９ｇです。
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